
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
意
見
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
元
年
八
月
二
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

（
仮
称
）
ト
ラ
イ
ア
ル
橿
原
豊
田
町
店

所
在
地

橿
原
市
豊
田
町
二
五
一
ー
一
ほ
か

二

述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

橿
原
市
北
妙
法
寺
町
北
町
自
治
会

１

中
和
幹
線
バ
イ
パ
ス
に
沿
っ
た
歩
道
は
通
学
路
だ
が
歩
行
者
（
利
用
者
も
含
む
。
）
を
守
る
為

の
安
全
柵
が
な
い
状
態
な
の
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
安
全
柵
の
設
置
を
要
望
す
る
。

２

車
両
出
口
が
全
て
南
側
に
あ
り
、
そ
の
道
の
走
行
は
東
方
向
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
出
口

及
び
周
辺
の
狭
い
道
路
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
通
行
を
巡
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
も
懸
念
さ
れ
る
た
め

安
全
対
策
を
要
望
す
る
。

３

出
入
口
の
隅
切
り
を
要
望
す
る
。

４

二
十
四
時
間
営
業
な
の
で
二
十
四
時
間
の
交
通
量
調
査
を
し
、
開
示
及
び
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
の
安
全
対
策
を
要
望
す
る
。

５

豊
田
町
南
交
差
点
の
横
断
歩
道
は
二
ヶ
月
以
上
も
前
に
移
設
さ
れ
た
が
、
南
北
横
断
歩
道
信
号

機
は
未
だ
に
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
企
業
・
行
政
の
怠
慢
で
は
な
い
か
。
七
月
二
日
に
信
号
の

移
設
が
完
了
さ
れ
た
が
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
素
早
い
対
応
を
要
望
す
る
。

６

商
品
の
搬
出
入
は
通
常
時
間
帯
で
は
な
く
、
早
朝
又
は
来
店
客
の
少
な
い
時
間
帯
に
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

７

西
側
に
利
用
客
の
出
口
を
設
置
す
る
こ
と
で
中
和
幹
線
へ
の
混
雑
緩
和
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
再
度
検
討
を
要
望
す
る
。

理
由中

和
幹
線
バ
イ
パ
ス
豊
田
町
交
差
点
付
近
は
数
多
く
の
死
亡
事
故
を
含
め
、
重
大
事
故
多
発
の
危

険
箇
所
で
あ
る
。
今
般
ト
ラ
イ
ア
ル
橿
原
豊
田
町
店
の
出
店
に
伴
う
、
利
用
客
、
車
両
増
加
等
に
よ

り
地
域
生
活
者
の
安
心
及
び
安
全
が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
生
活
者
の
安
全

を
第
一
に
各
機
関
の
責
任
あ
る
対
応
を
要
望
す
る
。

三

縦
覧
場
所



奈
良
県
産
業
・
雇
用
振
興
部
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー

四

縦
覧
期
間

令
和
元
年
八
月
二
日
か
ら
同
年
九
月
二
日
ま
で

五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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